
令和５年度　夏の俳句大会　2

選者紹介

津
川
絵
理
子
（
つ
が
わ　

え
り
こ
）「
南な

ん
ぷ
う風

」

昭
和
四
十
三
年
兵
庫
県
生
れ
。
鷲
谷
七
菜
子
、
山
上
樹
実
雄
に
師
事
。
句
集
に
『
和
音
』（
第
三
十
回
俳
人
協

会
新
人
賞
、
第
五
十
三
回
角
川
俳
句
賞
）『
は
じ
ま
り
の
樹
』（
第
一
回
星
野
立
子
賞
、
第
四
回
田
中
裕
明
賞
）

『
夜
の
水
平
線
』（
第
六
十
一
回
俳
人
協
会
賞
）『
津
川
絵
理
子
作
品
集
Ⅰ
』。

墨

痕

に

漆

黒

の

核

夏

終

る

鴇
田　

智
哉
（
と
き
た　

と
も
や
）「
オ
ル
ガ
ン
」
同
人

昭
和
四
十
四
年
千
葉
県
生
れ
。「
魚
座
」「
雲
」
を
経
て
現
在
に
至
る
。
句
集
『
こ
ゑ
ふ
た
つ
』（
俳
人
協
会
新

人
賞
）『
凧
と
円
柱
』（
田
中
裕
明
賞
）『
エ
レ
メ
ン
ツ
』。

ゆ
く
ほ
ど
に
夏
へ
塗
り
込
め
ら
れ
て
ゆ
く
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坊
城　

俊
樹
（
ぼ
う
じ
ょ
う　

と
し
き
）「
花か

ち
ょ
う鳥
」
主
宰
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人

昭
和
三
十
二
年
東
京
都
生
れ
。
祖
父
・
高
濱
年
尾
、
母
・
坊
城
中
子
の
も
と
で
俳
句
を
始
め
る
。
曾
祖
父
は
高

濱
虚
子
。
日
本
伝
統
俳
句
協
会
理
事
。
句
集
に
『
零
』『
あ
め
ふ
ら
し
』『
日
月
星
辰
』『
坊
城
俊
樹
句
集
』『
壱
』。

著
書
に
『
切
り
捨
て
御
免
』『
丑
三
つ
の
厨
の
バ
ナ
ナ
曲
る
な
り
』『
空
飛
ぶ
俳
句
教
室
』
な
ど
が
あ
る
。

邯
鄲
の
我
を
近
く
に
し
て
遙
か

堀
本　

裕
樹
（
ほ
り
も
と　

ゆ
う
き
）「
蒼そ
う
か
い海

」
主
宰

昭
和
四
十
九
年
和
歌
山
県
生
れ
。
第
二
回
北
斗
賞
、
第
三
十
六
回
俳
人
協
会
新
人
賞
、
第
十
一
回
日
本
詩
歌
句

随
筆
評
論
大
賞
受
賞
。
俳
人
協
会
幹
事
。
著
書
に
句
集
『
熊
野
曼
陀
羅
』『
一
粟
』。
又
吉
直
樹
と
の
共
著
『
芸

人
と
俳
人
』、『
俳
句
の
図
書
室
』、『
散
歩
が
楽
し
く
な
る
俳
句
手
帳
』。

火
焰
土
器
よ
り
つ
ぎ
つ
ぎ
と
揚
羽
か
な

　

全
作
品
の
名
前
を
伏
せ
て
、
全
選
者
に
そ
れ
ぞ
れ
特
選
・
秀
作
・
佳
作
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た


